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固定翼哨戒機Ｐ１の厚木基地配備に対する抗議文 

 

 ジェットエンジンを主たる動力とする固定翼哨戒機Ｐ１が３月２９日に厚木基地に

配備されるとの情報を得ました。わたし達はこれについて、以下にあげた理由で反対の

意を表明し、南関東防衛局に配備しないよう要請してきましたが、それが聞き届けられ

ず配備に至ったことはまことに残念であり、強く抗議をします。 

1971年、海上自衛隊移駐時にジェット機を導入しないとした国の通知は、騒音被害と

事故に対する不安に対して、住民に配慮したものでした。 

今回の配備にあたり、騒音については現哨戒機Ｐ３Ｃよりも小さいとする報告がされ

ています。しかし、たとえば８５デシベルから８０デシベルになったからと言って、そ

れが騒音であることには変わりはありません。騒音源が存在する限りわたし達はそれを

受け入れることはできないのです。 

また、安全性についても進歩している、今回も不具合について対策を講じたと報告さ

れていますが、軍事部門での運用の中で、今後、何らかの事故あるいは故障などが起き

たときに、情報が即座に公開され、飛行の中止も含めて対策がされるとはとても思えま

せん。 

さらに今回、配備の必要性について、「周辺国海軍の活動の活発化などの安全保障環境」

が理由にあげられていますが、それについては外交上の努力により改善されるべきもの

であり、今回のように、今までの哨戒機よりも性能を向上させた機種を導入することは、

周辺国をいたずらに刺激し緊張を高めるだけです。 

わたし達は、平和で静かで安全な空のもとで生活したいと思っています。周辺の自治

体も、平和都市宣言を掲げ、基地の縮小・返還を求めています。その理念に反するＰ１

の配備に対し、ここに強く抗議し撤回を求めます。 


